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１ . P E R S O N 江 戸 中 期 の 石 門 心 学 の 祖 。 丹 波 の 農 民 か ら 京 の 商 人 に な り 、 商 人 1

の 道 と 人 の 道 を 求 め た 思 想 家 。

２ . 石 田 梅 岩 の 心 学 で 、 陽 明 学 の 心 学 と 区 別 す る た め の 呼 称 。 2

３ . 石 田 梅 岩 が 説 い た 商 人 の 道 で 、 売 利 を 天 理 と し て 肯 定 し た 言 葉 。 3

４ . 石 田 梅 岩 が 説 い た 商 人 の 二 つ の 中 心 的 な 徳 目 。 単 な る 節 約 で は な い 物 と 人 4

を 有 効 活 用 す る 原 理 と 、 正 当 に 利 益 を 上 げ る 互 助 と 公 正 の 原 理 。

５ . B O O K 石 田 梅 岩 の 主 著 で 、 商 人 の 道 を 問 答 形 式 で 説 い た も の 。 5

６ . P E R S O N 江 戸 中 期 の 思 想 家 で 、 外 国 の 研 究 者 が 「 忘 れ ら れ た 思 想 家 」 と 評 6

し た 独 特 の 農 本 主 義 者 。 大 館 （ お お だ て ） の 農 民 か ら 八 戸 の 医 者 に 。

７ . 安 藤 昌 益 の 説 く 、 農 本 主 義 に 基 づ く 反 封 建 的 ユ ー ト ピ ア 社 会 。 7

８ . 安 藤 昌 益 の 説 く 、 武 士 が 農 民 を 支 配 す る 封 建 的 身 分 制 社 会 。 8

９ . 安 藤 昌 益 の 説 く 、 自 然 世 の 自 給 自 足 の 生 活 。 よ っ て 、 士 ・ 工 ・ 商 を 「 不 耕 9

貪 食 （ ふ こ う ど ん じ き ） の 徒 」 と し て 批 判 。

10 . B O O K 安 藤 昌 益 の 主 著 で 身 分 を 否 定 し 男 女 平 等 を 唱 え た も の 語 義 ： 自 10、 。 「

然 の 真 の 営 み と は 、 活 真 （ 万 物 は 互 い に 関 わ り 合 っ て 生 成 と 運 動 」）

1 1 . P E R S O N 江 戸 末 期 の 農 政 家 。 小 田 原 の 農 民 出 身 だ が 藩 政 に 携 わ り 、 幕 臣 に 11

も な っ て 荒 廃 し た 農 村 を 復 興 。

1 2 . 二 宮 尊 徳 が 説 く 、 自 然 の 力 と 人 間 の 努 力 が 相 ま っ て 農 業 が 成 り 立 つ と す る 12

思 想 。

1 3 . 二 宮 尊 徳 が 説 く 、 今 の 自 分 は 、 天 地 ・ 君 ・ 親 ・ 祖 先 な ど の 広 大 な 徳 の お か 13

げ で あ る と 自 覚 し て 、 そ れ に 報 い る こ と が 大 切 で あ る と す る 思 想 。

14 . 二 宮 尊 徳 が 説 く 、 各 人 の 経 済 力 に 応 じ て 合 理 的 な 生 活 を 設 計 す る こ と 。 14

1 5 . 二 宮 尊 徳 が 説 く 、 倹 約 に よ っ て 生 ま れ た 余 剰 価 値 を 、 互 助 的 融 資 や 非 常 時 15

の た め に 備 蓄 す る こ と で 、 社 会 の 生 産 力 を 拡 大 す る こ と 。

T. Q .「 江 戸 時 代 の 農 民 に と っ て の 昌 益 と 尊 徳 と は ？ 」

T. A .

安 藤 昌 益 は 「 法 世 」 を 排 し て 、 全 て の 人 が 農 耕 を 基 本 と す る 平 等 な 「 自 然 世 」 に 復 帰 し な け

れ ば な ら な い と 説 き 、 さ ら に 自 給 自 足 が 重 要 で あ る と し て 士 ・ 工 ・ 商 を 批 判 し た 。 二 宮 尊 徳

は 、 農 業 は 自 然 の 営 み で あ る 天 道 と 主 体 的 な 人 間 の 働 き で あ る 人 道 の 調 和 が 必 要 で 、 報 徳 思

想 を 展 開 し 分 度 と 推 譲 を 唱 え て 農 村 の 救 済 を 図 っ た 。


